
能登半島の被災地は、復興のために若い力を必要としています。
一人ひとりができることは小さいかもしれません。たった１回のボランティア
でもそれをつなぐことにより、被災地を支える大きな力となります。

全国の大学生と能登をつなぐ機能を担うために「北陸学院大学被災地
支援センター」が設置されました。同センターを中心とし、学生ボラン
ティアの募集、移動手段の確保、宿泊調整など行い、継続的に現地の
ニーズに応じていきます。また、学内施設の一部を支援物質の保管拠
点及び一時休息地点として開放、県外学生らの経済的負担軽減及び被
災地への移動のサポートをします。

復旧/復興期を支える、若者人材が滞
在できる拠点作り

コンポー
ネント１

若者人材の切れ目ない派遣を行なう
体制整備

コンポー
ネント２

仮設住宅、二次避難所先でのサロン
活動の展開

コンポー
ネント３



※ 申込みは右のQRコードから「申込みフォーム」に入り必要事項を記入してください。
※ 本件に関する問い合わせ等は、下記までメールでお願いします。

メールアドレス hgu-shien▲hokurikugakuin.ac.jp
（▲を＠に書き換えてご利用ください。）

参加条件：
• 被災地でのボランティア活動参加を強く希望される方
• 現地のニーズに応じた活動を行なうことができる方
• 心身共に健全で、不自由な環境に耐らえれる方
• 参加について、ご家族の了解が得られる方
• 金沢まで自力で来られる方
• 協調性がありチームワークを大切にできる方
• 事前ガイダンスに参加できる方

支援地域： 輪島市、能登町、珠洲市、穴水町、七尾市

活動内容： 被災住宅の片づけ・家具の運び出し、仮設住宅での
見守り・支援活動、災害ボランティアセンター
運営支援、在宅被災者支援 など

集合場所： 原則、北陸学院大学三小牛キャンパス

出発時間・帰着時間： 〔日帰りの場合概ね次の通り〕
06：30頃 大学集合・出発 18：00頃 大学帰着
（目的地により変更あり）

宿泊場所： ① 前泊・後泊：北陸学院大学ライザー館
② 現地宿泊場所：羽咋教会富来伝道所 他

（※ 詳しくは申込みフォームでご確認ください。）


